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４
月
27
日
、
年
度
初
め
の
理
事
会
を 

開
催
し
ま
し
た
。 

協
議
事
項
と
し
て
、
令
和
８
年
度
佐

賀
県
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
役
員

案
、
令
和
７
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報

告
、
令
和
８
年
度
活
動
方
針
案
、
令
和

８
年
度
事
業
計
画
案
及
び
収
支
予
算
案

等
に
つ
い
て
協
議
し
、
総
会
に
諮
る
こ

と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

「
佐
賀
県
社
会
教
育
委
員
連
絡
協

議
会
表
彰
」
に
つ
い
て
は
、
４
名
の
方

の
表
彰
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
令
和
７
年
度
の
協
議
会
の

「
活
動
方
針
」
の
取
組
状
況
の
報
告
を

行
い
、
教
育
委
員
と
社
会
教
育
委
員
の

意
見
交
換
や
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育

の
連
携
な
ど
各
市
町
で
の
取
組
状
況
に

つ
い
て
確
認
し
、
過
去
の
状
況
も
含
め

て
総
会
で
報
告
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。 

 

                       

６
月
２
日
、
ア
バ
ン
セ
ホ
ー
ル
に 

お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。 

〇
開
会
行
事 

 

上
野
会
長
か
ら
、「
社
会
教
育
委
員
が

日
頃
か
ら
地
域
・
学
校
・
家
庭
を
つ
な

ぐ
活
動
や
地
域
の
教
育
力
向
上
に
尽
力

し
て
い
る
こ
と
に
感
謝
。
少
子
高
齢
化

や
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
展
な
ど
社
会
環

境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
地
域
・
学

校
・
家
庭
の
連
携
を
深
め
る
こ
と
の
重

要
性
。」に
つ
い
て
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り

ま
し
た
。 

ま
た
、
佐
賀
県
県
民
環
境
部
の
平
野

副
部
長
が
来
賓
の
祝
辞
の
中
で
、
日
頃

の
委
員
活
動
に
対
す
る
感
謝
等
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。 

        

〇
県
社
教
委
連
表
彰 

平
成
30

年
度
に
創
設
し
た
標
記 

表
彰
に
つ
い
て
、
今
年
度
は
４
名
の
方

を
表
彰
し
ま
し
た
。 

＊
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

唐
津
市 

山
口 

ひ
ろ
み
氏 (

13
年) 

多
久
市 

田
島 

恭
子
氏 (

10
年) 

鹿
島
市 

池
田 

厚
子
氏 (

20
年) 

太
良
町 

川
下 

武
則
氏 (

10
年) 

（ 

）
は
、
社
会
教
育
委
員
在
任
の
期
間 

                 

社
会
教
育
委
員
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
第
23
号 

発 

行 
 

佐
賀
県
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会 

事
務
局 

 

佐
賀
県
県
民
環
境
部
ま
な
び
課
内 

県
社
教
委
連
第
１

回
理
事
会 

令和 8 年度 佐賀県社会教育委員連絡協議会役員 

役 職 氏  名 所  属 

会 長 上 野  景 三 佐城（佐賀市） 

副会長 山 口 ひ ろ み 県社会教育委員 

副会長 堤     公 一 唐松（唐津市） 

理 事 真 島 一 英 三神（基山町） 

理 事 福 島 スミ子 杵西（有田町） 

理 事 辻 田 正 信 藤津（嬉野市） 

監 事 田 中 友 子 杵西（武雄市） 

監 事 塚 本 有紀子 藤津（太良町） 

 
県

社

教

委

連

総

会 

【
表
彰
基
準
】 

 

社
会
教
育
委
員
と
し
て
10
年
以

上
在
任
し
、
社
会
教
育
の
振
興
に
功

績
が
あ
っ
た
者 

左から山口氏、田島氏、上野会長、池田氏、川下氏

       上野 会長 
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第

 

回
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
社
会 

教

育

研

究

大

会

佐

賀

大

会 

準

備

委

員

会 

〇
議 

事 

 
議
長
に
選
出
さ
れ
た
太
良
町
の
川
下

委
員
の
進
行
の
も
と
、
次
の
４
議
案
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
、
異
議
な
く
承
認
さ

れ
ま
し
た
。 

 

第
１
号
議
案 

令
和
７
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告

並
び
に
監
査
報
告
に
つ
い
て 

７
年
度
の
支
出
は
、
実
践
研
修
会
の

講
師
謝
金
の
辞
退
や
全
国
社
会
教
育
研

究
大
会
岩
手
大
会
の
旅
費
等
の
減
に
よ

り
予
算
と
比
較
し
約
22
万
円
少
な
く

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
収
入
は
約
８
千

円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。収
入
の
う
ち
、

基
金
か
ら
５
万
円
繰
り
入
れ
ま
し
た
。 

実
践
研
修
会
を
１
月
に
開
催
し
、
多

く
の
社
会
教
育
委
員
や
行
政
職
員
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。 

田
中
監
事
か
ら
監
査
報
告
が
行
わ

れ
、
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 

第
２
号
議
案 

令
和
８
年
度
佐
賀
県
社
会
教
育
委
員
連

絡
協
議
会
役
員
に
つ
い
て 

 

前
頁
の
表
の
と
お
り
令
和
８
年
度
の

役
員
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

第
３
号
議
案 

令
和
８
年
度
活
動
方
針
に
つ
い
て 

今
年
度
の
活
動
方
針
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。 

②
、
③
は
今
年
の
新
規
の
活
動
方
針

で
す
。
②
の
方
針
は
「
令
和
７
年
度
佐

賀
県
社
会
教
育
委
員
の
会
議
・
提
言
」

を
受
け
て
追
加
し
て
い
ま
す
。 

 

《
令
和
８
年
度
活
動
方
針
》 

①
令
和
９
年
度
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
社
会
教 

育
研
究
大
会
佐
賀
大
会
の
成
功
に

向
け
て
準
備
に
着
手
し
ま
し
ょ
う
。 

②
社
会
教
育
委
員
は
「
不
登
校
児
童
生

徒
の
対
策
」「
家
庭
教
育
支
援
」「
地

域
の
体
験
活
動
」
を
テ
ー
マ
に
、
学

校
教
育
と
社
会
教
育
の
連
携
を
進

め
ま
し
ょ
う
。 

③
社
会
教
育
人
材
の
活
用
に
つ
い
て
、

社
会
教
育
委
員
の
会
議
で
議
論
を

深
め
ま
し
ょ
う
。 

④
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
年
２
回
発
行
や
社

会
教
育
委
員
の
「
見
え
る
化
」
を
図

り
、
広
く
住
民
に
社
会
教
育
委
員
の

活
動
を
広
め
ま
し
ょ
う
。 

⑤
教
育
委
員
と
の
意
見
交
換
の
場
を
設

け
、
協
議
を
深
め
よ
う
。 

  

第
４
号
議
案 

令
和
８
年
度
事
業
計
画
並
び
に
予
算
に

つ
い
て 

10
月
に
全
国
社
会
教
育
研
究
大
会

大
阪
大
会
と
県
社
会
教
育
委
員
実
践
研

修
会
が
、
11
月
に
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
社
会

教
育
研
究
大
会
熊
本
大
会
が
開
催
さ
れ

る
予
定
で
す
。 

     

総
会
終
了
後
、
基
礎
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。 

上
野
会
長
か
ら
「
社
会
教
育
委
員
の

基
本
的
役
割
」
と
題
し
、
⑴
社
会
教
育

委
員
と
し
て
の
出
発
点
、
⑵
社
会
教
育

委
員
の
法
的
位
置
付
け
、
⑶
現
在
の
社

会
教
育
委
員
を
取
り
巻
く
課
題
、
⑷
地

域
課
題
へ
の
対
応
、
⑸
佐
賀
県
社
会
教

育
委
員
連
絡
協
議
会
の
取
組
に
つ
い
て

話
が
あ
り
ま
し
た
。 

社
会
教
育
委
員
は
、
地
域
課
題
を
発

見
し
、
地
域
住
民
・
行
政
・
学
校
・
関

係
団
体
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

                     

 

基
礎
研
修
会
終
了
後
、
第
57
回
九
州

ブ
ロ
ッ
ク
社
会
教
育
研
究
大
会
佐
賀
大

会
準
備
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

〇
協
議
事
項 

 

上
野
会
長
の
進
行
の
も
と
、
次
の
３

議
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
異
議
な
く

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

基礎研修会  講師：上野 会長

基

礎

研

修

会 
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第
１
号
議
案 

第
57
回
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
社
会
教
育
研

究
大
会
佐
賀
大
会
開
催
要
項
に
つ
い
て 

 
大
会
テ
ー
マ「
地
域
を
支
え
る『
人
』

を
育
む
社
会
教
育 

～
そ
い
ぎ
、地
域
で

夢
ば
語
ろ
う
！
人
が
輝
き
、
地
域
が
育

つ
、
つ
な
が
り
の
輪
～
」
を
含
む
開
催

要
項
案
を
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

第
２
号
議
案 

運
営
組
織
に
つ
い
て 

 

大
会
運
営
組
織
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。 

準
備
委
員
会
は
22
名
体
制
に
よ
り

計
画
策
定
を
進
め
、
実
施
年
度
に
は
実

行
委
員
会
へ
移
行
し
、
22
名
体
制
と
な

り
ま
す
。 

 

大
会
直
前
に
は
各
市
町
社
会
教
育
担

当
職
員
及
び
社
会
教
育
委
員
代
表
者
を

加
え
た
拡
大
実
行
委
員
会
62
名
体
制

を
組
織
し
、
大
会
運
営
に
当
た
る
こ
と

を
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

第
３
号
議
案 

大
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
案
）
に
つ
い
て
和

８
年
度
活
動
方
針
に
つ
い
て 

 

今
大
会
開
催
ま
で
の
全
体
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
の
予
定
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。 

主
な
工
程
と
し
て
、 

・
第
２
回
準
備
委
員
会 

・
熊
本
大
会
視
察 

・
第
１
回
実
行
委
員
会 

・
第
２
回
実
行
委
員
会 

・
第
１
回
拡
大
実
行
委
員
会 

・
第
２
回
拡
大
実
行
委
員
会 

・
前
日
準
備 

・
佐
賀
大
会
開
催 

  

上
野
委
員
長
か
ら
「
大
会
成
功
の
た

め
に
は
多
く
の
協
力
が
必
要
で
あ
る
。 

全
体
会
で
は
41
名
程
度
、
分
科
会
で
は

48
名
程
度
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
が
必
要

と
な
る
た
め
、
各
市
町
か
ら
の
協
力
を

お
願
い
し
た
い
」と
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
熊
本
大
会
に
向
け
て
堤
公

一
副
会
長
（
こ
う
い
ち
お
兄
さ
ん
）
と

唐
ワ
ン
く
ん
、
参
加
者
の
み
な
さ
ん
と

一
緒
に
「
ミ
ラ
ン
バ
く
ん
体
操
」
を
楽

し
く
踊
り
、
閉
会
し
ま
し
た
。 

    

基
礎
研
修
会
・
準
備
委
員
会
終
了
後

に
御
記
入
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
委
員
も
職
員
も
ほ
と
ん
ど
の
方
が

参
考
に
な
っ
た
と
い
う
回
答
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

そ
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。
（
構
成

上
、
記
載
内
容
を
要
約
し
て
い
ま
す
。） 

 

(

基
礎
講
座) 

・
社
会
教
育
委
員
の
役
割
や
現
状
、
課

題
等
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
、
よ
い

学
び
と
な
っ
た
。 

・
社
会
教
育
委
員
の
役
割
は
と
て
も
重

要
だ
と
思
っ
た
。 

 (

感
想
・
ご
意
見
な
ど) 

 

・
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
社
会
教
育
大
会
で
次

年
度
佐
賀
大
会
が
行
わ
れ
る
と
知

っ
た
。
こ
れ
か
ら
が
大
変
だ
な
と
実

感
し
た
。
私
自
身
ど
れ
だ
け
で
き
る

か
わ
か
ら
な
い
が
、
協
力
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
た
。 

・
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
作
り
は
不
登

校
や
不
登
校
の
親
、
貧
困
や
経
済
的

に
大
変
な
親
も
含
め
、
今
と
て
も
今

大
切
な
問
題
の
１
つ
な
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
考
え
、
支
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
だ

け
で
な
く
、
大
人
の
居
場
所
も
今
後

は
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
か
も

し
れ
な
い
。
（
少
子
高
齢
化
の
現
代

を
支
え
合
い
共
に
生
き
る
） 

・
社
会
教
育
委
員
は
何
を
し
て
い
る
か

わ
か
ら
な
い
所
が
あ
る
の
で
教
育

委
員
と
の
区
別
を
し
て
も
ら
い
た

い
。 

 

    

７
月
28
日
、
今
年
２
回
目
の
理
事
会
を

開
催
し
ま
し
た
。 

協
議
事
項
と
し
て
、
令
和
８
年
度
佐

賀
県
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
役
員

の
追
加
・
変
更
、
令
和
８
年
度
佐
賀
県

社
会
教
育
委
員
実
践
研
修
会
開
催
要
項

等
に
つ
い
て
協
議
し
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。 

 こういちお兄さんと唐ワンくんと一緒にミランバくん体操

 

ア
ン
ケ
ー
ト
内
容 

県
社
教
委
連
第
２

回
理
事
会 
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臨
時
総
会
（
書
面
決
議
後
） 

  

理
事
会
終
了
後
、
引
き
続
き
「
第
57

回
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
社
会
教
育
研
究
大
会

佐
賀
大
会
第
２
回
準
備
委
員
会
に
つ
い

て
」
が
開
催
さ
れ
、
以
下
の
事
項
に
つ

い
て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

・
開
催
要
項
（
案
）
に
つ
い
て 

・
収
支
予
算
案
に
つ
い
て 

・
動
員
計
画
（
案
）
に
つ
い
て 

・
賛
助
・
広
告
計
画
（
案
）
に
つ
い
て 

・
大
会
テ
ー
マ
及
び
サ
ブ
テ
ー
マ
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て 

  

 

開
催
趣
旨
の
概
要 

私
た
ち
に
は
、
多
様
な
人
材
や
地
域

資
源
を
つ
な
ぎ
、
学
び
を
社
会
の
活
力

へ
と
生
か
し
て
い
く
社
会
教
育
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
し
、
実
践
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
よ
う
な
中
、
全
国
各
地
か
ら
社

会
教
育
関
係
者
が
集
い
、
「
多
様
な
人

材
・
資
源
を
つ
な
げ
る
社
会
教
育 

～
学

び
を
社
会
の
活
力
に
～
」
を
テ
ー
マ
に

協
議
を
重
ね
、
社
会
教
育
の
さ
ら
な
る

推
進
と
地
域
づ
く
り
の
充
実
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。 

 大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン 

「
学
ぶ
っ
て
オ
モ
ロ
イ
や
ん 

つ
な
が

る
っ
て
え
え
や
ん 

地
域
の
こ
と
は
ま

か
し
と
き
」 

 

研
究
主
題 

〜
多
様
な
人
材
・
資
源
を
つ
な
げ
る
社

会
教
育 

～
学
び
を
社
会
の
活
力
に
～ 

 

期 

日 

令
和
８
年
10
月
28
日(

水)  

全
体
会 

令
和
８
年
10
月
30
日(

金)  
 

分
科
会 

①
社
会
教
育
委
員
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

意
義 

～
子
ど
も
の
生
き
る
力
を

育
む
地
域
教
育
と
社
会
教
育
委
員

の
果
た
す
役
割
～ 

②
多
世
代
が
共
に
学
び
支
え
合
う
地
域

社
会
の
構
築 

～
「
な
ん
と
か
な
る
」

を
み
ん
な
で
つ
く
る
社
会
教
育
と

は
～ 

③
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
を
め
ざ
し

て 

～
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

と
地
域
学
校
協
働
活
動
へ
の
期
待

と
課
題
～ 

④
地
域
に
活
力
を
う
み
だ
す
社
会
教
育

人
材
の
育
成 

～
社
会
教
育
委
員

と
共
に
地
域
の
活
動
で
成
長
す
る

若
者
た
ち
～ 

⑤
「
行
事
」
か
ら
「
事
業
」
へ
の
脱
却 

～
協
働
に
よ
る
「
す
こ
や
か
橋
本 

ま
な
び
の
日
」
～ 

⑥
図
書
館
に
よ
る
学
び
づ
く
り
・
つ
な

が
り
づ
く
り 
～
住
民
参
加
の
図

書
館
づ
く
り
～ 

 

会 

場 

大
阪
府
庁
咲
洲
庁
舎
、
国
際
障
害
者
交

流
セ
ン
タ
ー
ビ
ッ
グ
・
ア
イ
、
新
梅
田

研
修
セ
ン
タ
ー
、
大
阪
府
立
中
之
島
図

書
館 

       

開
催
趣
旨
の
概
要 

人
口
減
少
や
度
重
な
る
自
然
災
害

を
経
験
す
る
中
で
、
地
域
の
絆
や
支
え

合
い
の
大
切
さ
が
改
め
て
認
識
さ
れ
て

い
ま
す
。
熊
本
地
震
や
豪
雨
災
害
か
ら

の
復
興
の
歩
み
、
九
州
各
県
の
社
会
教

育
実
践
を
共
有
し
な
が
ら
、
持
続
可
能

な
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
た
社
会
教

育
の
役
割
と
可
能
性
を
考
え
る
契
機
と

し
ま
す
。 

 大
会
テ
ー
マ 

熊
本
地
震
・
豪
雨
か
ら
の
復
興
、
そ
の

先
に
あ
る
未
来
を
見
据
え
て 

～
社
会
教
育
の
風
が
育
む
地
域
の
力
～ 

 

第
6８
回
全
国
社
会
教
育
研
究

大
会 

大
阪
大
会 

概
要
予
告 

第
56
回
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
社
会
教

育
研
究
大
会 

熊
本
大
会 

 

概
要
予
告 

令和 8 年度 佐賀県社会教育委員連絡協議会役員 

役 職 氏  名 所  属 

会 長 上 野  景 三 県社会教育委員長 

副会長 山 口 ひ ろ み 県社会教育委員 

副会長 堤     公 一 唐松（唐津市） 

理 事 荒 木   健 佐城（佐賀市） 

理 事 真 島 一 英 三神（基山町） 

理 事 福 島 スミ子 杵西（有田町） 

理 事 辻 田 正 信 藤津（嬉野市） 

監 事 田 中 友 子 杵西（武雄市） 

監 事 堤   朋 美 藤津（太良町） 
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期 

日 

令
和
８
年
11
月
５
日(

木)  

分
科
会 

①
地
域
資
源
を
活
か
し
た
社
会
教
育
の

可
能
性 

②
災
害
へ
の
取
組
と
社
会
教
育
の
役
割 

③
持
続
可
能
な
社
会
の
た
め
の
社
会
教

育
モ
デ
ル 

令
和
８
年
11
月
６
日(
金)  

 

全
体
会 

 会 

場 

市
民
会
館
シ
ア
ー
ズ
ホ
ー
ム
夢
ホ
ー
ル

（
熊
本
市
民
会
館
）、熊
本
市
国
際
交
流

会
館
ホ
ー
ル 

          

 

     
 

私
は
、「
鹿
島
の
ひ
と
」
が
大
好
き
で

す
。「
鹿
島
の
ま
ち
」
も
大
好
き
で
す
。

そ
れ
は
、
地
域
学
校
協
働
活
動
を
通
し

て
、
た
く
さ
ん
の
「
出
会
い
」
が
あ
っ

た
か
ら
で
す
。 

私
は
、
社
会
教
育
委
員
と
し
て
、
高

校
教
師
と
し
て
、「
学
校
・
家
庭
・
地
域

を
つ
な
ぎ
、
人
と
人
と
の
学
び
や
活
動

を
支
え
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の
役

割
を
担
う
専
門
人
材
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
が
進
む

現
代
社
会
に
お
い
て
、
学
校
だ
け
で
子

ど
も
を
育
て
る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
学
校
と
地
域
が

互
い
の
強
み
を
生
か
し
な
が
ら
協
働

し
、「
地
域
全
体
で
子
ど
も
を
育
て
る
」

と
い
う
視
点
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
学
校
と
地

域
の
連
携
に
は
、
い
く
つ
か
の
課
題
が

あ
り
ま
す
。 

第
一
の
課
題
と
し
て
、
「
学
校
と
地

域
が
互
い
の
実
情
や
役
割
を
十
分
に
理

解
で
き
て
い
な
い
」
こ
と
で
す
。
学
校

は
教
育
課
程
や
安
全
管
理
な
ど
多
く
の

制
約
を
抱
え
て
お
り
、
一
方
で
地
域
に

は
、「
学
校
は
閉
鎖
的
」、「
学
校
が
何
を

必
要
と
し
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
」

「
学
校
と
ど
の
よ
う
に
連
携
す
れ
ば
い

い
の
か
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
声
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
結
果
、
連
携

が
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
に
終
わ
り
、
継

続
的
な
協
働
活
動
へ
と
発
展
し
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。 

 

第
二
の
課
題
と
し
て
、「
教
職
員
の
多

忙
化
」
で
す
。
地
域
と
の
連
絡
調
整
や

活
動
の
企
画
・
運
営
に
は
時
間
と
労
力

が
必
要
で
す
が
、
日
常
業
務
に
追
わ
れ

る
教
職
員
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
と
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
学

校
と
地
域
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

機
能
を
担
う
人
材
の
存
在
が
重
要
で
あ

り
、
社
会
教
育
士
が
果
た
す
役
割
は
ま

す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

私
は
鹿
島
高
校
に
勤
務
し
て
い
た
３

年
間
、
地
域
学
校
協
働
活
動
を
積
極
的

に
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
心
と

な
っ
た
の
が
、
高
校
生
に
よ
る
「
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
で
す
。
地
域
の

清
掃
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
運
営
へ
の
参
加
、

高
齢
者
と
の
交
流
、
小
学
生
へ
の
学
習

支
援
な
ど
、
多
様
な
活
動
を
地
域
の
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
実
施
し
、
昨

年
度
は
、
１
０
０
０
名
を
超
え
る
鹿
島

高
校
生
が
、
地
域
で
活
動
し
ま
し
た
。

活
動
を
進
め
る
上
で
最
も
大
切
に
し
た

の
は
、「
学
校
が
地
域
に
協
力
す
る
」
と

い
う
一
方
向
の
関
係
で
は
な
く
、「
地
域

と
学
校
が
共
に
学
び
、共
に
成
長
す
る
」

と
い
う
双
方
向
の
関
係
づ
く
り
で
し
た
。

地
域
の
方
々
か
ら
は
、
郷
土
の
歴
史
や

文
化
、
地
域
課
題
に
つ
い
て
学
び
、
生

徒
は
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
の
責
任

や
役
割
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
地
域
の
方
々
か
ら
は
「
高

わ
た
し
の 

  

社
会
教
育
委
員
活
動 

「
ひ
と
・
ま
ち
・
出
会
い
の
中
で 

 

育
つ
子
ど
も
た
ち
」 

鹿
島
市 

社
会
教
育
委
員 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

芝 

原 

正 

章 
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校
生
の
元
気
な
姿
に
励
ま
さ
れ
た
」
、

「
若
い
世
代
と
の
交
流
が
地
域
の
活
力

に
つ
な
が
っ
た
」
と
い
っ
た
声
も
多
く

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
地
域
学
校
協

働
活
動
を
通
し
て
、
生
徒
た
ち
の
自
己

肯
定
感
や
主
体
性
に
も
大
き
な
変
化
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
初
め
は
消
極
的
だ
っ

た
生
徒
が
、
地
域
の
方
々
か
ら
感
謝
の

言
葉
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
で
自
信
を
持

ち
、自
ら
次
の
活
動
を
企
画
・
提
案
し
、

自
走
す
る
姿
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
教
室
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い

実
体
験
を
通
し
て
、
社
会
性
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
課
題
解
決
力
を

育
む
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
大
き
な

成
果
で
し
た
。 

 

第
三
の
課
題
と
し
て
、
地
域
学
校
協

働
活
動
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、
学
校

内
だ
け
で
完
結
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、

自
治
体
や
公
民
館
、
社
会
教
育
施
設
、

企
業
、
各
種
団
体
な
ど
、
多
様
な
主
体

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と

が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
際
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
や
目
的
を
尊
重
し
な
が
ら
、

共
通
の
目
標
を
共
有
し
、
信
頼
関
係
を

築
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
さ
に
社
会

教
育
士
に
求
め
ら
れ
る
「
つ
な
ぐ
力
」

「
対
話
す
る
力
」「
協
働
を
促
進
す
る
力
」

が
発
揮
さ
れ
る
場
面
で
す
。
そ
の
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
で
あ
る
社
会
教
育
士
の
育
成

と
配
置
も
大
き
な
課
題
で
す
。 

 

私
は
38
年
間
教
育
現
場
に
携
わ
る

中
で
、
学
校
教
育
だ
け
で
は
解
決
で
き

な
い
課
題
を
数
多
く
目
の
当
た
り
に
し

て
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
学
校
と

地
域
が
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
連

携
し
、
子
ど
も
と
大
人
が
共
に
学
び
続

け
る
「
学
び
の
協
働
体
」
を
築
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

後
も
社
会
教
育
士
と
し
て
、
高
校
教
師

と
し
て
、
培
っ
た
知
識
と
実
践
力
を
生

か
し
、
地
域
と
学
校
を
結
び
付
け
る
役

割
を
担
い
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
持

続
可
能
な
「
地
域
づ
く
り
」
と
「
人
づ

く
り
」
に
貢
献
し
て
い
く
覚
悟
で
す
。 

             

     

多
久
市
に
は
国
重
要
文
化
財
「
多
久

聖
廟
」
が
あ
り
ま
す
。
西
暦
１
７
０
８

年
（
宝
永
５
年
）
に
多
久
四
代
領
主
・

多
久
茂
文
が
孔
子
像
を
安
置
し
領
民
た

ち
に
「
敬
」
の
心
を
育
て
る
た
め
に
建

て
ま
し
た
。 

そ
の
「
多
久
聖
廟
」
の
側
で
、
長
年

働
く
な
か
私
が
い
つ
も
立
ち
返
っ
て
き

た
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
２
５
０
０
年
前

の
儒
学
の
祖
・
孔
子
が
説
い
た
「
仁
」。 

人
を
愛
し
、
思
い
や
る
心
で
す
。 

公
益
財
団
法
人
・
孔
子
の
里
に
勤
務

し
て
い
た
頃
、
体
験
学
習
に
訪
れ
る
子

ど
も
達
が
論
語
を
素
読
し
、
目
を
輝
か

せ
る
瞬
間
を
何
度
も
目
に
し
て
き
ま
し

た
。
礼
儀
や
思
い
や
り
の
心
を
育
む
そ

の
輝
き
こ
そ
が
、
の
ち
に
「
孔
子
の
里

ジ
ュ
ニ
ア
ガ
イ
ド
」
を
立
ち
上
げ
る
原

動
力
と
な
り
ま
し
た
。 

在
職
中
の
平
成
３
年
に
は
、
第
１
回

「
孔
子
祭
」
と
い
う
大
事
業
に
携
わ
り

ま
し
た
。 

中
国
・
曲
阜

き
ょ
く
ふ

市 し

か
ら
孔
子
第
77
代

嫡
孫
女

ち
ゃ
く
そ
ん
じ
ょ

・
孔 こ

う

徳 と
く

懋 ぼ
う

女
史
を
お
迎
え
し
、

翌
年
に
は
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
東
原
庠

舎
へ
の
行
幸
啓
を
仰
ぐ
な
ど
、
記
念
す

べ
き
節
目
に
立
ち
会
い
ま
し
た
。ま
た
、

中
国
か
ら
導
入
し
た
伝
統
的
民
族
芸
能

「
腰 よ

う

鼓 こ

」
を
子
ど
も
達
が
活
き
活
き
と

踊
る
姿
を
見
て
、
私
の
確
信
は
さ
ら
に

深
ま
り
ま
し
た
。「
こ
の
子
た
ち
の
た
め

に
、
も
っ
と
動
こ
う
」
と
。 

そ
ん
な
中
、
福
岡
県
立
社
会
教
育
総

合
セ
ン
タ
ー
で
の
研
修
が
大
き
な
転
機

と
な
り
、
多
様
な
分
野
の
方
々
と
の
出

逢
い
と
学
び
は
、
事
業
へ
の
視
野
を
広

げ
て
く
れ
ま
し
た
。 

平
成
11
年
、
通
学
合
宿
な
ど
を
教
育

「
笑
顔
が
く
れ
る
力 

  

「
仁
」
と
と
も
に
歩
ん
だ
日
々
」 

多
久
市 

社
会
教
育
委
員 

 
 
 
 
 
 
 
 

田 

島 

恭 

子 

朱塗りの多久聖廟の前で！ 
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委
員
会
と
協
力
し
て
進
め
る
な
か
で
、

子
ど
も
の
育
ち
は
家
庭
や
学
校
だ
け
で

は
支
え
き
れ
な
い
と
気
づ
き
ま
し
た
。 

時
を
経
て
、
社
会
教
育
委
員
や
民
生

委
員
と
し
て
活
動
す
る
現
在
も
、
そ
の

思
い
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ひ
と
り

親
家
庭
や
独
居
高
齢
者
の
元
へ
足
を
運

ぶ
な
か
で
、
地
域
の
大
人
が
「
ち
ょ
っ

と
気
に
か
け
る
存
在
」
と
し
て
寄
り
添

う
こ
と
自
体
が
、
子
ど
も
の
安
心
感
に

つ
な
が
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。 

そ
れ
は
、私
が
大
切
に
し
て
き
た「
仁
」

の
実
践
そ
の
も
の
で
す
。 

社
会
教
育
委
員
に
な
っ
た
当
初
は
、

何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
分
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
他
の
委
員
の
方
々
が
肩
書
に

縛
ら
れ
ず
、
培
っ
て
き
た
経
験
を
の
び

の
び
と
活
か
し
て
い
る
姿
が
、
私
自
身

の
道
筋
を
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

「
私
も
積
み
重
ね
て
き
た
も
の
を

楽
し
め
ば
い
い
ん
だ
。」
と
、
そ
の
出
逢

い
が
私
の
背
中
を
押
し
て
く
れ
ま
し
た
。

活
動
の
な
か
で
出
会
う
人
た
ち
の
笑
顔

が
、
い
つ
も
私
に
力
を
く
れ
ま
す
。
子

ど
も
の
輝
く
目
、
高
齢
者
の
方
の
う
れ

し
そ
う
な
表
情
、
そ
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ

が
、
次
の
一
歩
の
原
動
力
で
す
。 

振
り
返
れ
ば
、
私
の
歩
み
は
い
つ
も

「
仁
」
に
導
か
れ
て
い
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。 

２
５
０
０
年
前
の
哲
学
が
今
も
息

づ
く
こ
の
多
久
で
、
こ
れ
か
ら
も
今
ま

で
の
経
験
を
力
に
、「
仁
」
の
心
を
手
放

さ
ず
に
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

     

社
会
教
育
委
員
を
充
て
職
で
拝
命
し
、

ち
ょ
う
ど
十
年
に
な
り
ま
す
。
就
任
当

時
は
「
社
会
教
育
委
員
と
は
？
」
と
い

う
認
識
で
し
た
が
、
慣
習
に
よ
り
否
応

な
く
私
に
委
員
長
の
お
鉢
が
回
っ
て
き

ま
し
た
。
手
探
り
で
会
議
の
仕
切
り
等

を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
参
加

し
た
大
会
等
で
他
県
の
多
様
な
事
例
発

表
を
拝
聴
し
、
大
き
な
示
唆
と
知
見
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

翌
一
月
の
県
研
修
会
で
は
「
委
員
任

期
が
一
年
な
の
は
県
内
で
玄
海
町
を
含

め
二
町
だ
け
。
た
っ
た
一
年
で
何
が
で

き
る
ん
だ
、
し
か
も
充
て
職
ば
か
り
」

と
名
指
し
さ
れ
、
大
き
な
衝
撃
を
受
け

た
の
を
つ
ぶ
さ
に
覚
え
て
い
ま
す
。「
何

と
か
し
な
く
て
は
！
」
と
空
回
り
し
つ

つ
も
町
職
員
の
方
々
と
研
鑽
を
重
ね
、

ど
う
に
か
道
筋
が
見
え
て
き
た
矢
先
に

コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
約
四
年
間
は
書
面
会
議
と
な

り
、
一
度
も
顔
合
わ
せ
を
し
な
い
ま
ま

委
員
が
交
代
す
る
状
況
で
し
た
。
機
器

を
貸
与
し
て
の
リ
モ
ー
ト
会
議
も
提
案

し
ま
し
た
が
実
現
せ
ず
、
現
在
も
相
変

わ
ら
ず
「
充
て
職
・
一
年
任
期
」
が
続

い
て
い
ま
す
。 

 

そ
れ
で
も
、
私
の
小
さ
な
目
標
で
あ

る
「
公
募
委
員
さ
ん
を
一
人
で
も
入
れ

る
」「
せ
め
て
二
年
任
期
に
す
る
」
の
達

成
に
向
け
、
今
後
も
努
力
し
て
い
く
所

存
で
す
。 

 

現
在
、
当
町
で
は
以
下
の
取
り
組
み

を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

・
寿
教
室
（
年
間
十
一
回
） 

・
子
ど
も
体
験
学
習
事
業
（
子
ど
も
フ

レ
ン
チ
教
室
、
釣
堀
体
験
等
／
年
間
八

回
） 

・
図
書
館
事
業 

こ
れ
ら
の
活
動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る

た
め
に
も
、
本
町
の
社
会
教
育
の
発
展

に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

     

    

３
年
前
、
私
は
、
佐
賀
市
子
育
て
サ

ー
ク
ル
連
絡
会
（
以
下
、
連
絡
会
）
の

仲
間
に
加
わ
り
ま
し
た
。き
っ
か
け
は
、

息
子
が
２
歳
の
時
に
参
加
し
た
連
絡
会

の
交
流
会
で
し
た
。
交
流
会
は
、
主
に

公
民
館
で
活
動
す
る
サ
ー
ク
ル
の
代
表

な
ど
が
集
う
場
で
す
。
当
時
、
私
は
自

分
の
子
育
て
で
イ
ラ
イ
ラ
し
て
ば
か
り

い
ま
し
た
。
会
の
中
で
、
代
表
の
方
た

ち
が
楽
し
く
子
育
て
や
サ
ー
ク
ル
活
動

を
し
て
い
る
話
を
聞
き
、
自
分
が
情
け

な
く
な
り
、
涙
が
溢
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
時
に
「
つ
ら
か
っ
た
ね
。
あ
な
た

の
よ
う
な
人
の
た
め
に
こ
こ
が
あ
る
ん

だ
よ
」と
全
て
を
受
け
止
め
て
も
ら
い
、

私
は
救
わ
れ
た
の
で
す
。 

連
絡
会
は
、
現
在
、
21
サ
ー
ク
ル
が

所
属
し
、
子
育
て
中
の
現
役
マ
マ
や
先

輩
マ
マ
、
地
域
の
方
々
、
公
民
館
な
ど

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
合
っ
た
形
で

子
育
て
中
の
親
子
の
健
や
か
な
育
ち
を

支
え
て
い
け
る
よ
う
、
佐
賀
市
関
係
機

関
や
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連

携
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
サ

ー
ク
ル
と
は
違
っ
た
角
度
か
ら
親
子
を

「
十
年
間
の
葛
藤
、
そ
し
て
現
状
」    

 

玄
海
町 

社
会
教
育
委
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

平 

山  

潮 

恩 

「
子
育
て
、
楽
し
ん
で
ま
す
か
？
」 

 

佐
賀
市 

社
会
教
育
委
員 
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歩 

美 
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支
援
す
る
『
ま
ん
な
か
サ
ロ
ン
』『
な
か

ま
ほ
い
く
』
な
ど
の
事
業
も
展
開
し
て

い
ま
す
。
今
、
私
は
補
佐
か
ら
副
会
長

と
な
り
、
子
育
て
中
の
親
子
の
居
場
所

作
り
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

社
会
教
育
委
員
と
し
て
は
ス
タ
ー

ト
し
た
ば
か
り
の
私
で
す
が
、
サ
ー
ク

ル
や
連
絡
会
の
一
員
と
し
て
、
私
と
同

じ
よ
う
な
想
い
や
迷
い
の
あ
る
マ
マ
た

ち
の
力
に
な
れ
る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
尽

力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

「
私
は
今
、
佐
賀
で
子
育
て
が
で
き
、

幸
せ
で
楽
し
い
で
す
！
」 

        

私
は
、
社
会
教
育
委
員
と
し
て
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
果
た
し
な
が
ら
連
携
し
、
子
ど
も
た

ち
が
安
心
し
て
成
長
で
き
る
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。 

本
業
で
は
介
護
系
施
設
に
勤
務
し

て
い
ま
す
。
高
齢
者
福
祉
に
携
わ
る
一

方
で
、
伊
万
里
市
小
中
学
校
連
合
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
や
少
年
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ

ー
ム
の
指
導
者
と
し
て
、
多
く
の
子
ど

も
た
ち
や
保
護
者
、
地
域
の
方
々
と
関

わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
様
々
な
立

場
で
活
動
す
る
中
で
感
じ
る
の
は
、「
子

ど
も
の
成
長
は
学
校
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
全
体
で
支
え
る
も
の
」
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。 

 

近
年
は
、
少
子
化
や
地
域
の
つ
な
が

り
の
希
薄
化
な
ど
に
よ
り
、
子
ど
も
た

ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら

こ
そ
、
社
会
教
育
の
役
割
は
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

地
域
に
は
多
く
の
経
験
や
知
識
、
人
材

が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
学
校
教
育
と
結
び

付
け
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
に
豊
か

な
学
び
や
多
様
な
体
験
を
提
供
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
学
校
協
働
活

動
な
ど
を
通
じ
て
、
学
校
・
家
庭
・
地

域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
し
な
が

ら
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
、

こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
ま
す
。 

社
会
教
育
委
員
と
し
て
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
声
や
現
場
で
感
じ
た
課
題
を

行
政
へ
伝
え
る
橋
渡
し
役
と
し
て
の
責

任
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
社

会
教
育
の
推
進
に
貢
献
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
、誰
も
が
学
び
合
い
、

支
え
合
え
る
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
今
後
も
現
場
の
視
点
を
大
切
に
し

な
が
ら
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

  

   

基
山
町
社
会
教
育
委
員
数
は
、
10
名

で
す
。
10
名
が
、
顔
を
合
わ
せ
る
の
は
、

一
年
に
三
回
の
社
会
教
育
委
員
会
と
町

民
会
館
運
営
委
審
議
会
で
す
。 

町
の
文
化
・
体
育
行
事
に
つ
い
て
の
意

見
を
述
べ
て
い
ま
す
。 

  

社
会
教
育
委
員
と
同
時
に
、
他
の
役

職
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
自
治
会
役
員
、
保
護
司
、
学
校

運
営
協
議
会
委
員
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
、
図
書
館
お
は
な
し
会
、
百
歳
体

操
サ
ポ
ー
タ
ー
、
児
童
支
援
員
、
き
ざ

ん
翁
草
保
存
会
な
ど
。
各
活
動
を
通
じ

て
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と
つ
な
が
り
、

住
み
や
す
い
町
作
り
に
努
め
て
い
ま
す
。 

 

私
の
活
動
は
、「
公
民
館
開
放
日
」
で

す
。
地
区
の
公
民
館
で
毎
月
第
二
・
四

水
曜
日
午
後
三
時
か
ら
五
時
ま
で
、
こ

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、ど
な
た
で
も
、

自
由
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

ど
も
は
、
学
校
の
宿
題
、
ゲ
ー
ム
、
黒

板
ア
ー
ト
。
卓
球
に
引
っ
張
り
出
さ
れ

た
り
し
ま
す
。
お
と
な
は
、
お
茶
を
飲

み
な
が
ら
世
間
話
。こ
ど
も
と
一
緒
に
、

お
や
つ
作
り
も
し
ま
す
。
か
き
氷
、
ホ

ッ
ト
ケ
ー
キ
、
や
き
い
も
。
賑
や
か
で

す
。
参
加
者
は
、
お
と
な
・
こ
ど
も
合

わ
せ
て
、
毎
回
25
名
前
後
。
た
ま
に
、

中
学
生
・
高
校
生
が
、
顔
を
見
せ
る
と

嬉
し
い
も
の
で
す
。 

 

こ
の
地
域
も
少
子
高
齢
化
で
、
近
所

付
き
合
い
も
少
な
く
、
地
域
住
民
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。 

 

公
民
館
で
顔
を
合
わ
せ
、
町
中
で
会

っ
て
も
気
安
く
声
を
か
け
ら
れ
る
地
域

に
し
た
い
と
の
思
い
で
活
動
し
て
い
ま

す
。 

          

「
社
会
教
育
委
員
と
し
て
の 

                 

活
動
と
想
い
」 

  

伊
万
里
市 

社
会
教
育
委
員 
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崇 

「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
」 

基
山
町 

社
会
教
育
委
員 
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「
社
会
教
育
」
と
聞
く
と
、
少
し
難
し

い
言
葉
の
よ
う
に
感
じ
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

社
会
教
育
と
は
と
は
学
校
教
育
だ
け
で

は
な
く
、
地
域
で
の
学
び
や
交
流
、
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
、
誰
も
が
生
涯
に
わ
た
っ
て

学
び
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
つ

く
る
大
切
な
取
り
組
み
で
す
。 

私
た
ち
社
会
教
育
委
員
は
、
そ
の
よ

う
な
学
び
の
機
会
を
よ
り
充
実
さ
せ
る

た
め
に
、
地
域
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
教
育
委
員
会
へ
の
提
案
や
助
言
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
皆
さ
ん

が
安
心
し
て
集
い
、
学
び
、
交
流
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

も
重
要
な
役
割
の
一
つ
で
す
。 

江
北
町
に
は
、
公
民
館
活
動
や
文
化

祭
、ス
ポ
ー
ツ
大
会
、地
域
行
事
な
ど
、

多
く
の
学
び
と
交
流
の
場
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
は
、
新
し
い
知
識
や
技

術
を
身
に
つ
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
世

代
を
超
え
た
出
会
い
や
地
域
の
絆
を
深

め
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

近
年
は
、
生
活
様
式
の
変
化
や
少
子

高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
と
言
わ

れ
ま
す
。
し
か
し
、
地
域
で
交
わ
す
あ

い
さ
つ
や
、
子
ど
も
た
ち
を
地
域
全
体

で
見
守
る
こ
と
な
ど
、
一
つ
ひ
と
つ
の

小
さ
な
行
動
が
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。 

学
び
に
年
齢
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
大
人
も
高

齢
者
も
そ
れ
ぞ
れ
が
学
び
、
教
え
合
い

支
え
合
う
こ
と
で
地
域
は
さ
ら
に
活
気

に
あ
ふ
れ
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
持
つ

経
験
や
知
識
は
、
誰
か
に
と
っ
て
大
切

な
学
び
と
な
り
、
そ
れ
が
地
域
の
財
産

と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。 

「
地
域
で
学
び
、
地
域
で
育
ち
、
地
域

で
支
え
合
う
。」 

そ
ん
な
循
環
が
生
ま
れ
る
こ
と
こ

そ
、
社
会
教
育
の
大
き
な
魅
力
で
す
。

私
た
ち
社
会
教
育
委
員
も
、
町
民
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
誰
も
が
笑
顔
で
暮
ら
し
、

生
き
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
江
北
町
を
め

ざ
し
て
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。 

ぜ
ひ
身
近
な
地
域
活
動
や
講
座
、
イ

ベ
ン
ト
に
足
を
運
び
、
新
し
い
学
び
を

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
そ
の
一
歩
が

こ
れ
か
ら
の
江
北
町
を
さ
ら
に
元
気
で

温
か
い
町
へ
と
育
て
て
い
く
力
に
な
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。 

 

総
会
に
お
い
て
、
令
和
７
年
度
社
協

委
連
活
動
方
針
の
調
査
結
果
を
報
告
し

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
の
結
果
内
容
を

掲
載
し
ま
す
。 

 ◇
令
和
７
年
度
佐
賀
県
社
会
教
育
委
員

連
絡
協
議
会
活
動
方
針
取
組
結
果 

１ 

社
会
教
育
委
員
は
「
地
域
の
学
校
」

「
地
域
で
育
て
る
子
ど
も
」
を
テ
ー
マ

に
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育
の
連
携
を

進
め
よ
う
。 

【
連
携
の
具
体
的
取
組
】 

・
社
会
教
育
委
員
会
議
で
の
議
論
、
報

告
、
意
見
交
換
会
等
が
開
催
さ
れ
た

市
町
（
佐
賀
市
、
唐
津
市
、
伊
万
里

市
、
基
山
町
、
上
峰
町
、
白
石
町
、

太
良
町
） 

・
学
校
教
育
と
連
携
を
行
っ
た
市
町

（
武
雄
市
、
鹿
島
市
、
神
埼
市
） 

・
今
後
進
展
さ
せ
よ
う
と
考
え
て
い
る

市
町
（
多
久
市
、
小
城
市
、
嬉
野
市
） 

 

２ 

ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
年
２
回
発
行
や

社
会
教
育
委
員
の
「
見
え
る
化
」
を
図

り
、
広
く
住
民
に
社
会
教
育
委
員
の
活

動
を
広
め
よ
う
。 

【
活
動
の
具
体
的
取
組
】 

・
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
を
社
会
教
育
施
設

に
掲
示
し
た
市
町
（
佐
賀
市
） 

・
社
会
教
育
事
業
へ
の
参
加
、
支
援
活

動
を
行
っ
た
市
町
（
伊
万
里
市
、
小

城
市
、
白
石
町
） 

・
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
を
会
議
で
紹
介
し

た
市
町
（
江
北
町
） 

 
 ３ 

教
育
委
員
と
の
意
見
交
換
の
場
を

設
け
、
協
議
を
深
め
よ
う
。 

【
意
見
交
換
の
場
の
開
催
の
有
無
】 

・
開
催
し
た
市
町
（
佐
賀
市
、
唐
津
市
、

武
雄
市
、
神
埼
市
、
み
や
き
町
、
白

石
町
、
太
良
町
） 

・
令
和
８
年
度
以
降
開
催
予
定
の
市
町

（
多
久
市
、
嬉
野
市
） 

 

４ 

社
会
教
育
計
画
・
生
涯
学
習
計
画
の

策
定
を
進
め
よ
う
。 

【
計
画
策
定
の
有
無
】 

・
策
定
し
た
市
町
（
佐
賀
市
、
唐
津
市
、

鳥
栖
市
、
鹿
島
市
、
小
城
市
） 

・
策
定
予
定
の
市
町
（
嬉
野
市
） 

 

５ 

日
頃
の
活
動
で
気
付
い
た
こ
と
や
、

将
来
の
こ
と
な
ど
を
見
据
え
、
社
会
教

育
委
員
と
し
て
取
り
組
ん
だ
方
が
よ
い

令
和
７
年
度
県
社
協
委
連
活
動

方
針
の
取
組
状
況
調
査
結
果
に

つ
い
て 

「
地
域
で
学
び
、
人
と
つ
な
が
る
喜
び
」 

 

江
北
町 

社
会
教
育
委
員 

 
 
 
 
 
 
 
 

古 

賀 

雅 

基 
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と
考
え
る
よ
う
な
こ
と 

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
普
及
に
よ
り
生
活
の
質
の

向
上
が
期
待
で
き
る
一
方
、
活
用
で

き
な
い
人
が
今
以
上
に
不
便
に
な

る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル

デ
バ
イ
ド
に
つ
い
て
地
域
の
現
状

を
把
握
し
、
対
策
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。 

・
地
域
で
の
体
験
活
動
の
課
題
の
１
つ

に
、
保
護
者
の
意
識
の
低
さ
（
参
加

し
た
ら
運
営
側
に
入
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
っ

た
負
担
感
）
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

参
加
が
難
し
い
理
由
等
の
実
態
を

把
握
す
る
た
め
に
対
象
者
の
声
を

聞
い
て
、
そ
れ
を
地
域
の
社
会
教
育

関
係
団
体
と
共
有
す
る
こ
と
で
、
参

加
し
や
す
い
体
験
活
動
の
実
施
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。 

・
会
議
の
内
容
が
行
政
側
の
事
業
計
画

や
報
告
が
主
と
な
っ
て
お
り
、
社
会

教
育
委
員
会
が
形
骸
化
し
て
い
る

現
状
で
あ
る
。
意
見
交
換
も
行
っ
て

い
る
が
、
教
育
委
員
会
へ
の
提
言
等

ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
で
、
教

育
委
員
や
学
校
現
場
と
の
意
見
交

換
が
で
き
る
体
制
づ
く
り
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。 

編 

集 

後 

記 

今
年
の
総
会
・
基
礎
研
修
会
に
は
、

多
く
の
皆
さ
ま
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
号
で
は
、
基
礎
研
修
会
終
了
後
に

開
催
さ
れ
た
、
第
57
回
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

社
会
教
育
研
究
大
会
佐
賀
大
会
準
備
委

員
会
の
概
要
を
掲
載
し
ま
し
た
。 

 

来
年
の
佐
賀
大
会
成
功
の
た
め
に
は

多
く
の
皆
さ
ま
の
協
力
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
特
に
、
全
体
会
、
分
科
会
で
は

多
数
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
各
市
町
・
社
会
教
育
委
員

の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
御
理

解
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

致
し
ま
す
。 
 

本
誌
は
、
社
会
教
育
委
員
の
皆
さ
ま

に
「
わ
た
し
の
社
会
教
育
委
員
活
動
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会

教
育
委
員
の
方
の
多
方
面
で
の
活
動
を

執
筆
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

今
号
か
ら
は
来
年
の
佐
賀
大
会
に

向
け
気
運
を
高
め
る
た
め
に
、
執
筆
者

を
７
市
町
に
増
や
し
て
執
筆
を
お
願
い

し
て
お
り
ま
す
。 

基
本
的
に
は
市
町
の
輪
番
に
よ
る

執
筆
で
す
が
希
望
さ
れ
る
場
合
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

                     
***************************** 

佐
賀
県
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
事

務
局（
佐
賀
県
県
民
環
境
部
ま
な
び
課
） 
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